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１　プログラム名

　球磨郡公立多良木病院後期研修プログラム2007

２　はじめに

　球磨郡公立多良木病院の前身は明治12年に開設されており、熊本県下ではもっとも歴史の古い自治体病院です。上球磨・中球磨の四か町村で構成される公立の地域中核病院です。199の病床と16の診療科を有し、平成8年には当院の健全経営が評価され自治大臣賞を受賞し、また平成19年には救急医療への貢献に対しまして厚生労働大臣賞の栄誉をうけました。熊本県からへき地医療支援機構の事務局の委託もうけており、地域医療を研鑚するには格好の医療機関と自負しております。

３　対象

　自治医科大学地域医療学後期研修医

４　終了年限

　1年を基本に考えております。

５　研修のゴール

　当プログラムを終了した医師は急性期医療については知識・技術とも十分な経験を積むことができ、さらにへき地医療、予防健診や介護福祉の分野についても幅広い視野が持てるようにすること。

６　研修目標

イ　急性期医療

一般的な救急疾患に対して常識的に対応できるように修練します。緊急心臓カテーテル検査（PCIを含む）や緊急内視鏡下治療も日常に行われています。初期治療を正確にこなせるようにします。協調性と謙虚さを基礎としてチーム医療を遂行できるように指導いたします。

ロ　一般外来診療

受療者に不安を感じさせないよう温かみと思いやりのある診察マナーを体得できるようにします。

ハ　へき地医療の実践

附属のへき地診療所での臨床研修を通じてへき地がかかえる高齢者医療の実体が理解できます。

ニ　予防医学への参加

附属の健診センターにて生活習慣病予防の指導に加わることができます。

ホ　福祉施設とのかかわり

附属の老健施設で介護の研修にも参加できる。また当病院が運営する地域包括支援センターとの情報交換により地域医療を地域経済や地域特有の文化との関連をもって体感できます。

ホ　医療連携

当院の地域連携委員会主催の会議を通じて地域医師会や自治体健康福祉担当部門、老人保健施設団体、学校との意見交換が活発になされており、とくに地元開業医との症例カンファレンスでは積極的な発表が可能です。

７　資源

イ　指導者
新臨床研修医制度の講習会修了者が5名おります。日本外科学会・日本胸部外科学会の指導医をはじめ各科に多くの専門医が在勤しております。また産業医の資格を持った医師も

おります。

ロ　施設

199床の病院（急性期180、亜急性19）

16の診療科（内科、呼吸器科、循環器科、消化器科、外科、心臓血管外科、耳鼻咽喉科、整形外科、脳神経外科、小児科、産婦人科、泌尿器科、皮膚科、眼科、歯科、リハビリテーション科）

人工透析部門

附属の施設：健診センター、老健施設、地域包括支援センター

附属のへき地診療所（古屋敷診療所、槻木診療所）

ハ　自然環境

九州山地に囲まれた田園地域で緑と水資源に恵まれています。

地域に鄙びた良質の温泉もあり、渓流釣りのメッカでもあります。

８　研修スケジュール

イ　年間スケジュール
外来診療：初診１日約15名、再診1日約30名

入院診療：年間受け持ち約200例

消化器内視鏡：上部消化管は半年間でマスターできます。

心臓カテーテル検査：約1年間でマスターできます。

気管支ファイバー検査も習得できます。

年12回医局会主催の勉強会

年4回大学教授を迎えての教育講演会

年12回地域医師会とのカンファレンス

年12回救急カンファレンス

ロ　週間スケジュール

外来は週3回程度（初診1、再診2）

当直は月3回程度

心臓カテーテル検査は週2回程度（うち1回は緊急検査）

新入院カンファレンスが週1回

９　評価

研修責任者（春口洋賜部長）が面接にて評価

